
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 540,972 711,200 710,982 4,185,400

事業費

の内訳

令和3年度決算

決算額　６６７，７８２千円
＜内訳＞
駒岡清掃工場更新事業建設工事費　４０５，９００千円
周辺道路整備費　１０２，３１５千円
ガス引込工事負担金　１１２，９５４千円
その他　４６，６１３千円

令和4年度予算

予算額　４，１３５，０００千円
＜内訳＞
駒岡清掃工場更新事業建設工事費　３，２２７，４００千円
周辺道路整備費　２８６，０５４千円
ガス引込工事負担金　２２７，１８４千円
その他　３９４，３６２千円

人工 6.0 6.0 6.0 7.0

人件費 43,200 43,200 43,200 50,400

事業費 497,772 668,000 667,782 4,135,000

うち特定財源 479,000 444,241 437,241 3,306,904

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和6 年度

関連法令・条例・
要綱等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、札幌市環境影響評価条例、札幌市ＰＰＰ／ＰＦＩ活用方針

他都市の状況

他都市の焼却施設等について、稼働後30年程度で施設更新を実施。

実施結果

令和３年７月より新清掃工場の建設工事に着手したほか、関連工事である都市ガス引込み工事も同年９月に着手
した。また、周辺道路整備について、真駒内滝野線の現況調査及び路面改修工事を実施した。

事業実施における
工夫点

工事を円滑に進めるために、近隣への振動・騒音対策を講じる等、周辺環境に配慮するとともに、地域住民への
工事進捗状況等の説明を随時実施した。

対象者 札幌市民 開始 平成27 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

駒岡清掃工場は、老朽化により補修や整備による安定的な稼働の限界を迎える事から、施設の更新を目的として
いる。

長期

駒岡清掃工場を更新することで適正な処理体制を維持することを目的としている。

取組内容

老朽化した駒岡清掃工場を更新するため、新清掃工場の建設工事を実施するほか、事業用地までの都市ガス引
込工事及び周辺道路整備等を実施する。
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◎検証（振り返り）

■ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外 ■ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
予定通り新清掃工場の建設工事に着手し、事業全体としても大きな遅延なく、着実に進めることができてい
る。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

引き続き安全に配慮しながら、駒岡清掃工場更新事業建設工事及び関連する工事を実施する。

予算
令和６年度の新清掃工場完成に向けて、毎年度、適切な予算措置を
行う。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

本事業計画が滞ると、新清掃工場の稼働に遅れが生じ、安定的なごみ処理に支障をきたす可能性があるた
め、今後更新事務を進めるにあたり、より綿密なスケジュール管理が必要となる。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

公設民営（ＤＢＯ）方式を採用し、設計・建設から運営・維持管理までを一括発注することで、事業
全体の効率化を図っており、事業手法は適切である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

駒岡清掃工場更新事業を円滑に進めることにより、本市のごみ処理体制が保たれ、市民サービ
スの維持に寄与する。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

新清掃工場の建設工事及び関連する工事については、当初の計画通り進んでいる。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

新清掃工場が完成する予定の令和６年度に焼却処理しなければならないごみの量は約４１万トン
と予測しており、これを市内の３清掃工場で安全、安定的に処理するためには、新清掃工場は現
在と同じ６００ｔ／日の焼却能力（事業規模）とすることが適切である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 指標の設定が難しいため指標なし

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


